
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

〈電車〉
・タイルを一つひとつ並べ
ていく
・色も分けながらつなげて
いく
・「長い線路にしたいの」
・「ここは、はやぶさが通
るの」
〈任天堂スイッチゲーム〉
・どんぐり、タイルを並
べ、小枝やタイルで囲む。
・指先のところを動かし
て、「ここを動かすと、げ
ゲームができるの」と動か
しながら教えてくれる。
〈花火〉
・まつぼっくり、椿の種、
小枝を並べる
・大きな葉を見つけて並べ
る
・アイビーの葉を周りに飾
り付けて大きく表現する。

・日々の遊びの中で石に触れて楽しむことを繰り返してきた。今回は、いろいろな材
料を使うことで、子ども達はどんな表現をしたり、何を発見できるかを考えて問いか
けていった。
・材料が豊富だったので、事前に「材料はたくさんあるから大丈夫」と一言声かけた
ことで子ども達も安心し、必要以上に材料を持ち出すことく落ち着いてできた。
・自分で探究していく子、どうしたらいいかなと考える子もいたが、様子に合わせて
問いかけるようにした。最初は子ども達も無言になって行っていた。納得すると自分
の思いを言葉や表情で伝えたくなると側で感じられた。子どもの様子をみながら、保
育士も必要以上に声をかけず見守るようにした。
・遊びの中で石や自然物を取り入れていたことで十分に素材を楽しめていた。表現し
ていく中で、「この部分はこの材料を使いたい」と考える子もいた。ただ、あるもの
を組み合わせて作るのではなく、素材に触れ見て探究しながら作り上げていると感
じ、一緒に共感して学んだ。
・子どもが感じた一言に耳を傾けて「どうしたらいいかな」と問いかけ、子どもの発
想を広げられるような関わりを心がけていき、一緒に楽しむことが大切だと感じた。
また、子ども達がすぐにやってみたいと行動へ移せるように材料を準備することは
日々の保育の中でもできると感じた。

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・二つのグループに分かれて(３人ずつ)行う
・取り皿を持ち好きな材料を探す。「○○を作ろう」と考えて材料を見つ
けて紙の上に並べる子がいた。何をしていいのか分からず材料を見て気に
なるものに手を伸ばして触れて選ぶ子もいる。
・友達の様子を見て困る表情を見せる。保育士に「一つ置いてみる？」と
問いかけられ置いてみる。次に「もう一つどれか置いてみる？」と言わ
れ、並べた。その後には、たくさん並べることを楽しむ。

4歳児…感触（石）

・石は砕けると砂になることに気が付き、砂、泥を使って、水の流れや色の変化
など探究した。
・石の形、感触に興味が深まるようになり、石を集めたり、並べるようになる。
・構成することが楽しい時期となり、石の他にタイル、小枝、どんぐりなどで好
きな形を作って楽しむ。

２.活動スケジュール

・１７名参加(３グループ×３)

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.11.26

・石(園庭、戸外の石、黒白)　・タイル　・自然物(小枝、まつぼっくり、
大きな葉)　・コルク
・中央に材料を置くためのテーブルを３台並べる。
・両サイドにシートを敷き、長いラシャ紙を引く。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


